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鳥 越 隆 士 (広大 ･政市)
ニホンザルは出生直後からいかにその環境に働
きかけ.その彫饗をうけるようになるのか｡次の
3点から検討した｡(I)姿勢や移動様式の トポグラ
フイの発達的変化,e)手指等にJ:る対象拙作の発
達的変化.(3)(1).C2)の生起contextとしての母子
関係や他個体との社会的関係の発達的変化｡
観察対象は脱山I)群 (雷長研第3放飼切)内で
1982年に山生した個体7頭 (オス3頭,メス4頭)
で.1日令から6カ月令までfocalanimalsamp1
1e法で行動観察を行なった｡
姿勢や移動様式の発達過程は3-4週令と2-
3カ月令で大きく3期間に分けることができた｡
各期間に出現.発達.安定化するトポグラフイは
節1期はwalk,6-pointsit,節2期はclimb,
.hang,4-pointsit,runであったO第3王g]fこは.こ
れらが複雑で多様なシークエンスとなり.特に
peerとのwrestleが頻ぽんに生じた｡手指等によ
る対象操作の発達も(1)の期間区分に対応していた｡
コザルはまず口により環境への働きかけを開始す
るが,第2期では.対象に対する口による接近か
ら手による接近に移行する｡対象を手でつかみ口
へ運ぶ.とりだして見る.地面や壁にこすりつけ
る.さらには.4-pointsitの出現 とともに両手
による対象操作が出現した｡節3期では.これら
の トポグラフイを基礎に複雑で多様なシークエン
スが形成された｡また多くの場合.peerとの相
互交渉のcontextの中で出現した｡母子相互作用
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